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1. はじめに 

 インドネシアは熱帯に位置する国であり，雨

季（10 月～3 月）と乾季（4 月～9 月）がある．

当該国では 2～3 期作が一般的であるが， 各年の

気象状況によって田植のできる回数が変動する．

特に，一定以上の降雨がなければ陸稲の栽培が

困難であり，水資源が極端に少なくなると水稲

の栽培も困難になる． 

雨季を決定する気象データの一つに，可降水

量がある．可降水量は，大気中に含まれる水蒸

気の量を示し，衛星などから取得可能である．

農作物の解析における可降水量の利用事例 1)は，

降水量の利用事例に比べて少ない．可降水量と

農業との関連が明らかになれば，地上観測点の

ない地域における農業モデルの構築が可能とな

る．そこで本研究では，過去の可降水量から雨

季の始まった領域（雨季開始領域）を特定し，

そのパターンの定量化を試みる．これらのパタ

ーンをもとに米単収の変動を明らかにする． 

2. データの仕様 

米単収は，インドネシア農業省が公開してい

る農業統計データベース 2)から入手した年別統計

データである．可降水量は，2.5°グリッドの月別

NCEP/NCAR 再解析データである．分析対象期間

は，1970 年代後半の気候変化を考慮して 1978～

2002 年の 25 年間とした． 

3. 雨季領域の特定 

 全球統一モンスーン指数 (Globally Unified 

Monsoon Index; GUMI)
3)は，可降水量のみを用い

て雨季開始・終了領域を特定するための指標で

ある．式(1)は，グリッド(x, y)における GUMI の

計算式を示す． 

GUMIxy = 
PWxy - PWminxy

PWmaxxy - PWminxy
                        (1) 

GUMIxy ≥ 0.618      ならば  雨季開始 

0.382 < GUMIxy < 0.618 ならば  遷移期間 

GUMIxy ≤ 0.382      ならば  雨季終了 
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図 1 GUMI 計算結果と雨季開始率 
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ここで，PW は可降水量，PWmax および PWmin

は，年間の最大および最小可降水量を解析期間

で平均したものである．図 1 は，1978～2002 年

11 月のインドネシア付近における雨期開始領域

と雨期終了領域の割合（以後，これを雨季開始

率と呼ぶ）を示す．この図からエルニーニョ現

象発生の年に注目すると，雨季開始率減少のパ

ターンがみられる．  

4. 雨季開始領域のパターンの定量化 

 雨期開始領域のパターンは，当該領域の分布

を楕円近似することによって定量化する．図 2 は，

定量化した雨期開始パターンを示す．楕円の中

心および半径は雨期開始領域の中心とその広が

りを表す．また，楕円の傾きはそのパターンの

トレンドを表す．図 3 は，米単収データおよび雨

季開始領域パターンの定量データの一例を示す． 

 
5. 重回帰分析による雨季と米単収の関係 

 図 3 に示すような雨季開始領域パターンの定量

データおよび GUMI を説明変数，米単収および

その偏差を目的変数とした変数選択法（ステッ

プワイズ法）の重回帰分析を行った．その結果，

目的変数が米単収の場合は，11 月の雨季開始楕

円半径との相関が認められた．目的変数が米単

収偏差の場合は，5 月の GUMI との間に関連が認

められた（表 1）．  

表 1 重回帰分析による雨季と米単収との関係 

目的変数 有効な説明変数 相関係数 

米単収 
・雨季開始楕円半径

（11 月） 
0.443 

米単収偏差 

・GUMI（5 月） 

・雨季開始楕円傾き

（5 月） 

・雨季終了楕円傾き

（5 月） 

0.913 

6. おわりに 

 本研究では雨季開始領域のパターンを定量化

し，それらのデータと米単収との関連について

調べた．11 月は雨季の田植がおこなわれる時期

であり，可降水量から田植の可否の判断が可能

であることを示唆している．5 月は乾季の初期に

あたる時期であり，雨季のずれによる単収の減

少を見積もることが可能であることを示唆して

いる．以上のことから，可降水量が農業収穫量

モデルに適用出来る可能性があると考えられる． 
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図 3 分析のための時系列データ 
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図 2 楕円による近似 
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